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ケ
ル
ゼ
ン
法
学
に
お
け
る
帰
属
性
（
N
u
r
e
c
h
ロ
u
n
乳
概
念
の
推
移

加
　
藤
　
昌
　
美

は
じ
め
に

第
一
節
　
前
期
　
r
国
法
学
の
主
要
問
題
」
等

第
二
節
　
中
期
一
二
般
国
家
学
」
・
「
純
粋
法
学
　
第
一
版
」
等

第
三
節
　
後
期
　
「
純
粋
法
学
　
第
二
版
」
等

む
す
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

ケ
ル
ゼ
ン
　
（
H
a
n
s
K
c
－
s
e
n
L
監
三
雲
〕
）
　
の
純
粋
法
学
（
声
e
i
n
e
声
e
c
h
t
巴
c
F
且
は
、
法
の
段
階
構
造
、
根
本
規
範
、
法
と
国
家
の
同
一

性
、
妥
当
性
と
実
効
性
な
ど
、
法
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
課
題
を
提
示
し
た
が
、
そ
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
キ
ー
概
念
は
「
帰

属
性
（
Z
u
r
e
c
h
n
u
n
的
）
」
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
が
、
「
帰
属
性
は
、
法
の
特
殊
法
則
性
と

（1）

し
て
純
粋
法
学
に
よ
っ
、
て
認
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
　
（
匹
刀
E
S
．
N
N
．
）
　
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
語
の
「
Z
u
r
c
c
F
u
n
巴
は
、
カ
ン
ト
を
含
む
倫
理
学
や
実
定
法
学
、
特
に
刑
法
学
で
は
、
あ
る
行
為
の
責
め
を
行
為
者
に
帰
す

（2）

る
と
い
う
意
味
で
、
「
帰
責
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
存
在
と
当
為
を
峻
別
す
る
新
カ
ン
ト

主
義
的
方
法
二
元
論
に
立
脚
し
て
、
規
範
的
結
合
の
特
質
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
、
よ
り
一
般
的
な
語
と
し
て
こ
の
語
を
使
用
し
た
の
で
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あ
る
。
（
「
帰
責
」
は
こ
れ
に
包
合
さ
れ
る
一
つ
の
場
合
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
「
帰
属
」
を
訳
語
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
す

る。）．ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
純
粋
法
学
　
第
一
版
」
　
（
一
九
三
四
年
）
　
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
法
規
範
は
、
法
律
の
根
本
形
式
で
あ
る
法
規
（
R
c
c
h
t
s
s
a
t
且
と
な
る
。
自
然
法
則
が
原
因
と
し
て
の
〓
疋
の
事
実
に
結
果
と
し
て
の

他
の
事
実
を
結
合
す
る
よ
う
に
、
法
の
規
則
は
、
法
律
条
件
に
法
律
効
果
（
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
不
法
効
果
）
を
結
合
す
る
。
前
者
に

お
い
て
、
諸
事
実
要
件
（
T
a
t
b
e
s
t
旨
d
且
を
結
合
す
る
態
様
が
因
果
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
に
お
い
て
は
帰
属
性
で
あ
る
。
」
　
（
巴
F
－

S
．
N
N
）
す
な
わ
ち
、
帰
属
と
は
、
法
規
と
い
う
形
式
で
の
法
規
範
特
有
の
結
合
様
式
と
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
帰
属
性
概
念
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
を
時
系
列
に
沿
っ
て
仔
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、
帰
属
概
念
の
定
義
が
三
段
階
に
推

移
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
　
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
　
の
帰
属
性
概
念
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
前
段
階
と

後
段
階
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
三
種
の
帰
属
性
概
念
に
対
応
す
る
著
作
を
、
前
期
・
中
期
・
後
期
の

三
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
帰
属
性
概
念
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
前
期
に
属
す
る
の
は
一
九
二
年
の
『
国
法
学
の
主
要
問
題
　
第
一
版
』
（
以
下
、
F
主
要
問
題
ヒ
と
略
す
る
。
）
か
ら
そ
の
第

二
版
（
一
九
二
三
年
）
ま
で
の
著
作
で
あ
る
。
帰
属
性
概
念
の
重
要
性
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
F
主
要
問
題
　
第
一
版
」
　
の
中
で
高
ら
か

に
宣
言
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
規
範
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
一
つ
の
存
在
事
実
〔
要
件
〕
　
（
S
c
i
n
s
t
a
t
b
c
s
t
a
n
烏
と
一
個
の
主
体
と
の
結

合
が
、
帰
属
で
あ
る
」
　
（
H
P
S
．
㌶
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
一
九
一
一
年
冬
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
社
会
学
学
会
で
『
法
律
学
的
方
法
と
社
会
学
的
方
法
と
の
境
界
に
つ
い
て
』

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
が
、
内
容
は
『
主
要
問
題
　
第
一
版
」
　
に
大
幅
に
重
な
る
。

（3）

『
主
要
問
題
　
第
一
版
』
を
出
発
点
と
し
て
、
「
ウ
ィ
ー
ン
法
理
学
派
」
（
F
・
シ
ユ
ラ
イ
ア
ー
に
よ
る
命
名
）
が
誕
生
し
た
。
ケ
ル
ゼ
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（4）

ン
は
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
法
理
学
派
に
属
し
た
F
・
ザ
ン
ダ
ー
と
帰
属
性
を
め
ぐ
っ
て
論
争
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
主
要
問
題
　
第
二
版
』
に
付
さ
れ
た
二
四
頁
に
わ
た
る
序
文
（
く
〇
日
e
d
且
の
中
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
第

一
版
刊
行
後
の
十
二
年
間
の
理
論
の
発
展
を
叙
述
す
る
と
と
も
に
、
第
一
版
の
内
容
の
修
正
す
べ
き
点
を
自
ら
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
第

二
版
刊
行
に
際
し
て
本
文
に
は
一
切
変
更
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
理
論
の
全
面
的
展
開
は
、
中
期
の
著
作
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
序
文
の
中
に
は
中
期
の
内
容
は
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
版
の
本
文
は
第
一
版
と
同
一
な
の
で
、
こ
こ
ま
で
を
前

期
と
す
る
こ
と
に
す
る
。

次
に
、
中
期
に
属
す
る
の
は
、
r
主
要
問
題
　
第
二
版
』
序
文
で
述
べ
ら
れ
た
理
論
的
展
開
が
、
国
家
に
つ
い
て
は
一
九
二
五
年
の

『
一
般
国
家
学
』
に
お
い
て
、
法
に
つ
い
て
は
一
九
三
四
年
の
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
に
お
い
て
結
実
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
両
署
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
英
語
で
論
じ
た
一
九
四
五
年
の
『
法
と
国
家
の
一
般
理
論
』
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
ケ
ル
ゼ
ン
が
自
ら
の
「
純
粋
法
学
」
を
学
問
的
に
完
成
さ
せ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
際
高
等
研
究
所
、
チ
干
コ
の
プ
ラ
ハ
・
ド
イ
ツ
（
語
）

大
学
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ヴ
ア
ー
ド
大
学
を
経
て
、
最
終
的
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
落
ち
着
く
ま
で
、
政
治
的
迫
害

も
受
け
、
転
々
と
し
た
苦
難
の
時
期
で
あ
っ
た
。

中
期
の
著
作
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
帰
属
を
中
心
的
帰
属
と
周
辺
的
帰
属
の
二
つ
に
区
分
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
修
正
の
理
由
は
、

で
王
要
問
題
』
に
お
け
る
帰
属
性
概
念
が
明
晰
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

後
期
は
、
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
の
全
面
改
定
版
で
あ
る
『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』
が
出
版
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
以
降
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
後
期
の
特
徴
は
、
中
期
の
よ
う
に
形
容
詞
の
「
中
心
的
」
と
「
周
辺
的
」
を
付
け
て
帰
属
を
二
種
類
に
区
分
す
る
の
で
は
な
く
、

「
帰
属
（
N
已
喜
F
u
n
軋
」
の
ほ
か
に
「
転
属
（
N
u
s
c
F
c
i
b
u
n
乳
」
と
い
う
別
の
語
を
使
用
し
た
点
で
あ
る
。
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中
期
と
後
期
の
間
に
は
、
帰
属
性
を
論
じ
た
論
文
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
で
重
要
な
の
が
、
一
九
五
〇
年
の
「
因
果
性
と
帰
属

性
」
（
英
文
。
な
お
、
独
文
増
補
版
が
一
九
五
五
年
に
、
英
文
増
補
版
が
一
九
五
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
）
と
一
九
五
三
年

の
「
純
粋
法
学
と
は
何
か
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
基
本
的
に
は
中
期
の
帰
属
性
概
念
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
『
純
粋
法
学
　
第

二
版
』
で
の
改
定
を
予
告
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
。

『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』
以
降
は
、
帰
属
性
概
念
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
他
の
論
者
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
応
答
す

る
形
で
の
論
述
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
1
・
ス
ト
ー
ン
と
R
・
ホ
ー
フ
マ
ン
の
批
判
へ
の
反
論
を
取
り
上
げ

る
。

第
一
節
　
前
期
　
　
『
国
法
学
の
主
要
問
題
』
等

『
主
要
問
題
』
で
ケ
ル
ゼ
ン
が
追
求
し
た
の
は
、
方
法
の
純
粋
の
原
理
、
す
な
わ
ち
法
が
独
立
の
対
象
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
相
関
的

に
、
法
律
学
が
独
立
の
科
学
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
律
学
は
、
他
の
科
学
と
の
あ
ら
ゆ
る
混
合
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

方
法
の
純
粋
　
（
M
e
t
h
O
d
c
己
C
i
n
h
e
i
e
　
の
原
理
で
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
こ
の
方
法
の
純
粋
化
作
業
を
二
つ
の
方
向
に
対
し
て
行
っ
た
。
第
一
の
方
向
は
、
法
を
自
然
的
所
与
の
現
実
の
一
片
と

し
て
、
因
果
科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
把
握
し
ょ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
社
会
学
的
考
察
（
心
理
学
も
含
ま
れ
る
）
　
の
要
求
に
対
す
る
も
の

で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
よ
う
な
立
場
を
総
括
し
て
、
「
法
学
の
規
範
的
性
格
は
、
消
極
的
に
は
、
法
学
が
－
前
述
し
た
よ
う
に
－
存

在
の
世
界
に
属
す
る
事
実
的
出
来
事
を
説
明
す
る
必
要
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
説
明
的
学
科
で
は
な
い
と
い
う
点
に
表
れ
て
お
り
、
積
極

的
に
は
、
法
学
は
規
範
を
対
象
と
し
、
－
因
果
法
則
の
下
に
あ
る
現
実
の
生
活
か
ら
で
は
な
く
ー
こ
の
規
範
か
ら
特
別
な
法
的
概
念
が
導
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き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
表
れ
て
い
る
」
　
（
H
P
S
．
恩
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
方
向
は
、
法
学
を
実
定
法
の
領
域
か
ら
倫
理
的
・
政
策
的
要
請
に
も
ち
こ
も
う
と
す
る
自
然
法
的
要
求
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
主
要
問
題
　
第
一
版
』
で
は
、
こ
の
方
向
は
そ
れ
ほ
ど
前
面
に
は
表
れ
て
お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
、
第
一
の
方
向
で
あ

る
因
果
的
科
学
の
要
求
に
対
す
る
純
粋
化
に
精
力
が
注
が
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
『
主
要
問
題
』
で
「
規
範
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
一
つ
の
存
在
事
実
〔
要
件
〕
と
一
個
の
主
体
と
の
結
合
が
、
帰
属
で

あ
る
。
帰
属
は
、
全
く
独
特
の
、
因
果
的
結
合
や
目
的
論
的
結
合
と
は
完
全
に
異
な
っ
た
と
こ
ろ
の
、
要
素
の
結
合
で
あ
る
。
帰
属
は
、

規
範
に
基
づ
い
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
規
範
的
結
合
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
　
（
H
P
S
．
㌶
）
と
論
述
し
て
い
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
『
主
要
問
題
』
に
お
い
て
、
帰
属
性
が
自
然
の
因
果
法
則
性
に
対
応
す
る
法
の
特
殊
法
則
性
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
お
り
、
帰
属
性
が
法
規
の
内
部
に
お
い
て
綜
合
さ
れ
る
要
素
の
間
に
成
立
す
る
結
合
、
文
法
的
に
は
「
べ
し
」
（
S
0
－
6
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
た
よ
う
な
種
類
の
結
合
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
（
H
P
S
．
昌
、
人
を
殺
し
た
者
は
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
る
と
す
る
法
規
は
、
物

体
は
こ
れ
を
熱
す
れ
ば
膨
張
す
る
L
い
う
自
然
法
則
と
は
、
全
く
別
種
の
意
味
で
条
件
づ
け
る
事
実
と
条
件
づ
け
ら
れ
た
事
実
と
を
結
合

す
る
（
つ
ま
り
、
人
が
殺
人
行
為
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
と
人
が
処
罰
行
為
を
行
う
と
い
う
事
実
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
両
者
を
言
う
の
に

T
a
t
b
c
s
t
a
n
d
を
用
い
る
場
合
が
あ
り
、
通
常
の
用
語
法
と
は
や
や
ず
れ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
）
と
す
る
。
法
規
に
お
い
て
こ
の

両
者
を
結
合
す
る
も
の
は
S
0
－
－
e
n
（
つ
ま
り
、
処
罰
行
為
を
行
う
「
べ
き
」
で
あ
る
）
　
で
あ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
が
一
例
と
し
て
、
屋
根
か
ら
瓦
が
落
下
し
、
通
行
人
が
そ
れ
に
当
た
っ
て
死
亡
し
た
場
合
、
通
行
人
の
死
が
そ
の
家
屋
の
所

有
者
に
帰
属
さ
れ
、
ま
た
殺
害
者
に
被
害
者
の
死
が
帰
属
さ
れ
る
と
い
っ
た
の
は
、
実
は
そ
の
た
め
に
、
家
屋
の
所
有
者
ま
た
は
殺
害
者

が
〓
疋
の
制
裁
を
受
け
る
と
い
う
内
容
の
法
規
の
存
在
を
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
般
的
に
言
え
ば
、
あ
る
人
間
に
特
定
の

要
件
が
帰
属
さ
れ
る
、
「
こ
の
故
に
」
彼
は
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
形
式
で
示
さ
れ
る
と
い
う
。
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こ
れ
は
、
こ
の
要
件
が
、
あ
る
人
間
に
加
え
ら
れ
る
、
強
制
作
用
の
た
め
の
立
法
者
が
設
定
し
た
実
定
法
規
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
条

件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
帰
属
と
は
法
規
中
の
二
つ
の
要
件
、
す
な
わ
ち
、
条
件
づ
け
る
要
件
（
b
e
d
i
n
g
e
n
d
e
r

T
a
t
b
e
s
t
a
n
烏
と
条
件
づ
け
ら
れ
た
強
制
作
用
（
b
e
d
i
n
g
t
e
r
Z
w
a
n
g
s
a
k
e
と
の
結
合
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
確
か
に
、

今
述
べ
た
と
お
り
、
特
定
の
要
件
が
帰
属
さ
れ
る
と
は
、
こ
の
要
件
が
強
制
作
用
の
条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
る
以
外
に
、
何
も
の
を
も
意

味
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
述
の
説
明
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
帰
属
と
、
特
定
の
行
為
が
国
家
に
帰
属
さ
れ
る
（
た
と
え
ば
、
死
刑
執

行
者
の
死
刑
執
行
が
国
家
の
行
為
と
さ
れ
る
）
と
い
っ
た
場
合
の
、
一
つ
の
要
件
が
一
個
の
人
格
に
関
係
さ
せ
ら
れ
る
場
合
と
が
全
く
区

別
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
義
務
主
体
性
あ
る
い
は
人
格
性
は
、
帰
属
過
程
の
最
終
的
結
果
で
あ
り
、
こ
の
帰
属
過
程
は
、
国
家
人
格

に
至
る
外
的
帰
属
と
は
区
別
し
て
、
内
的
帰
属
の
過
程
と
呼
ん
で
も
よ
か
ろ
う
」
（
H
P
S
・
∽
昌
と
す
る
が
、
両
者
と
も
、
要
件
と
法
主

体
士
の
結
合
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
外
的
帰
属
は
、
不
法
効
果
す
な
わ
ち
条
件
づ
け
ら
れ
た
要
件
が
条
件
づ
け
る
要
件
を
条
件
と

し
て
国
家
に
帰
属
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
内
的
帰
属
に
お
い
て
は
、
不
法
要
件
す
な
わ
ち
前
件
は
国
家
以
外
の
他
の
法
主
体
に
帰
属
さ
れ

る
と
す
る
。

（5）

し
か
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
性
に
つ
い
て
の
説
明
に
は
多
少
の
混
乱
が
存
在
し
て
い
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
い
て
は
、
法
規
内
の
二
つ
の

要
件
、
た
と
え
ば
窃
盗
で
あ
る
要
件
と
刑
罰
で
あ
る
要
件
と
の
結
合
が
帰
属
性
と
言
わ
れ
る
と
と
も
に
、
代
理
人
の
行
為
が
本
人
の
た
め

に
効
果
を
生
じ
、
機
関
の
行
為
が
法
人
の
行
為
と
し
て
の
効
果
を
生
ず
る
よ
う
な
結
合
の
関
係
を
も
ど
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に
帰
属
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
自
身
、
F
主
要
問
題
　
第
二
版
』
　
の
序
文
に
お
い
て
「
主
要
問
題
の
叙
述
に
無
理
が
あ
る
　
（
－
c
i
d
e
且
点
は
、
法
規
に
お
け
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る
二
つ
の
要
件
の
結
合
の
場
合
と
、
同
じ
く
帰
属
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
要
件
が
一
個
の
人
格
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
場
合
と
を
、

私
が
区
別
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ま
さ
に
後
者
の
意
味
の
帰
属
性
が
主
要
問
題
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
主
要
問
題
は
、
国
家
の
本
質
へ
の
問
い
を
、
後
者
の
帰
属
の
問
題
と
認
識
す
る
か
ら
で
あ
る
」
（
H
P
N

S
・
男
と
、
『
主
要
問
題
　
第
一
版
』
に
お
け
る
用
語
の
不
備
に
つ
い
て
は
自
ら
認
識
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
r
主
要
問
題
　
第
一
版
』
が
、
法
規
中
の
二
つ
の
要
件
の
結
合
の
場
合
と
こ
れ
と
異
な
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
要
件
が
一
個

の
人
格
に
関
係
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
そ
の
場
合
と
を
、
同
じ
よ
う
に
帰
属
性
と
称
し
て
区
別
し
て
い
な
い
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
が
あ

り
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
性
の
説
明
は
修
正
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
〓
般
国
家
学
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
種

の
帰
属
性
概
念
を
区
別
し
て
発
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
か
ら
も
、
こ
の
帰
属
性
の
概
念
の
推
移
を
良
く
理
解
す
る
こ
と
が

我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

一
九
二
年
の
『
法
律
学
的
方
法
と
社
会
学
的
方
法
の
境
界
に
つ
い
て
』
は
、
社
会
学
学
会
で
行
わ
れ
た
講
演
で
あ
る
と
い
う
性
格
か

ら
、
法
律
学
的
方
法
と
社
会
学
的
方
法
と
の
相
違
点
の
説
明
に
力
点
を
置
い
た
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
明
言
し
て
い
る
が
、
主
要
問
題
の
紹
介
的

解
説
だ
と
も
言
え
る
と
思
う
。
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
は
、
『
境
界
』
は
『
主
要
問
題
』
か
ら
抜
き
出
し
た
　
（
e
n
t
n
e
h
m
e
且
と
明
言
し
て
い
る
が

（
G
r
c
己
e
n
g
r
b
e
m
e
r
F
n
聖
実
際
に
は
微
妙
な
用
語
の
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
主
要
問
題
」
で
は
「
規
範
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
た
存
在
事
実
〔
要
件
〕
と
主
体
と
の
結
合
が
帰
属
で
あ
る
」
（
H
P
S
・
童
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
『
境
界
』
で
は
「
規
範
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
事
実
要
件
（
規
範
客
体
）
と
人
格
（
規
範
主
体
）
と
の
結
合
が
帰
属
で
あ
る
」
（
G
r
c
n
z
e
n
S
．
毒
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
帰
属
性
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
目
に
留
ま
る
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
法
的
帰
属
は
、
「
規
範
客
体
と
規
範
主
体
の
間
に

最
大
の
間
隔
が
存
在
し
、
因
果
的
連
関
ま
た
は
目
的
論
的
連
関
、
す
な
わ
ち
、
説
明
的
考
察
に
対
し
て
は
、
何
ら
の
連
関
も
存
在
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
」
（
G
r
c
己
e
n
S
・
昌
、
「
帰
属
に
よ
っ
て
相
結
合
さ
れ
る
両
要
素
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
、
帰
属
主
体
ま
た



広島法学　31巻3号（2007年）－26

は
人
格
者
は
、
そ
の
特
殊
な
性
質
に
基
づ
い
て
、
因
果
系
列
中
の
原
因
と
し
て
存
在
し
、
ま
た
は
意
思
作
用
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

目
的
論
的
結
合
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
　
（
G
r
c
n
z
e
n
I
．
量
等
が
あ
る
。
ま
た
、
帰
属
は
、
す
べ
て
規
範
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
行
為
が
そ
の
行
為
者
に
帰
属
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
そ
の
背
後
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
共
通
的
主
体
、

す
な
わ
ち
、
国
家
に
帰
属
さ
れ
る
の
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
状
況
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
か
の
標
準
も
、
ま
た
法
的
規
範
か
ら
導
き
だ
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
一
切
の
法
秩
序
は
、
帰
属
規
定
の
集
合
（
S
u
m
m
e
く
O
n
Z
u
r
c
c
h
n
u
n
g
s
r
e
g
e
互
と
い
う
指
摘
も
重
要

で
あ
る
（
G
r
c
R
e
n
S
．
昌
。
こ
の
故
に
、
統
一
的
国
家
意
思
ま
た
は
統
一
的
国
家
人
格
の
概
念
は
、
帰
属
規
定
と
し
て
の
法
秩
序
の
統
一

性
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

前
期
に
お
い
て
行
わ
れ
た
F
・
ザ
ン
ダ
ー
と
の
論
争
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
性
概
念
の
推
移
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
ザ
ン
ダ
ー
は
、
元
来
ケ
ル
ゼ
ン
の
弟
子
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
学
派
に
属
し
て
い
た
。
彼
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
性
を
、
「
法
律
要
件
と

法
律
効
果
の
間
の
法
実
在
的
な
、
実
証
的
な
依
存
性
は
、
『
帰
属
性
』
と
い
う
綜
合
的
な
法
原
則
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
る
」
と
理
解

し
て
、
「
『
帰
属
性
』
を
何
ら
か
の
法
的
に
重
要
な
結
合
態
様
と
し
て
研
究
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
功
績
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
帰
せ
ら
れ
る
」

と
諾
え
る
の
で
あ
る
が
、
「
ケ
ル
ゼ
ン
の
「
帰
属
諭
し
は
、
純
粋
法
学
の
領
域
に
あ
る
、
法
的
結
合
の
問
題
の
解
決
と
し
て
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
し
て
、
「
ケ
ル
ゼ
ン
の
『
帰
属
』
の
概
念
は
、
彼
の
．
『
当
為
』
の
概
念
の
派
生
語
で
あ
り
、
本
質
的
に
倫
理
的
起
源
の
性

格
を
持
つ
概
念
に
等
し
い
」
、
つ
ま
り
、
法
学
に
倫
理
学
を
持
ち
込
ん
で
お
り
、
法
学
の
純
粋
性
に
問
題
が
あ
る
と
根
本
的
な
非
難
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
ザ
ン
ダ
ー
自
身
は
、
哲
学
上
の
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
学
派
の
超
越
論
的
方
法
を
通
用
し
て
独
自
の
「
法
経
験
の
理
論
」
を
樹

立
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
学
派
か
ら
訣
別
し
、
別
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
ザ
ン
ダ
ー
の
批
判
を
「
王
要
問
題
』
に
対
す
る
批

判
と
し
て
は
あ
る
程
度
評
価
し
た
が
、
そ
の
後
の
展
開
を
踏
ま
え
る
と
非
難
は
的
は
ず
れ
で
あ
る
と
応
答
し
た
。
こ
の
ザ
ン
ダ
ー
の
批
判

に
対
す
る
全
面
的
回
答
が
、
中
期
の
著
作
と
言
え
る
面
も
あ
る
と
思
う
。
な
お
、
サ
ン
ダ
ー
・
ケ
ル
ゼ
ン
論
争
に
つ
い
て
は
、
文
献
も
合
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め
て
詳
細
に
検
討
し
た
拙
稿
「
ザ
ン
ダ
ー
の
法
学
に
お
け
る
帰
属
性
（
Z
u
－
e
C
h
ロ
u
n
的
）
　
の
研
究
－
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
と
の
論
争
－
」

（
注
4
）
　
の
参
照
を
お
願
い
し
た
い
。

第
二
節
　
中
期
　
　
『
一
般
国
家
学
』
・
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』

Ⅲ
　
〓
般
国
家
学
』

一
九
二
五
年
の
『
一
般
国
家
学
」
は
、
7
王
要
問
題
』
に
お
け
る
方
法
の
純
粋
性
と
い
う
基
本
的
構
想
を
国
家
学
の
分
野
で
全
面
的
に

展
開
し
た
著
作
で
あ
る
。
同
時
代
に
お
い
て
、
「
ド
イ
ツ
系
の
文
献
に
限
る
と
し
て
、
十
九
世
紀
の
末
葉
か
ら
公
に
さ
れ
た
も
の
の
う
ち

で
、
本
書
は
、
お
そ
ら
く
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
〓
般
国
家
学
』
と
並
ん
で
斯
界
の
最
高
峰
を
画
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
高
い
評
価

（6）

が
あ
る
。
そ
の
方
向
性
は
前
述
し
た
よ
う
に
『
主
要
問
題
　
第
二
版
』
　
の
序
文
で
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
『
主
要
問
題
　
第
二
版
』
　
の
本

文
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
〓
般
国
家
学
』
が
ケ
ル
ゼ
ン
法
学
の
全
体
像
を
示
し
た
最
初
の
著
作
だ
と
位
置
づ
け

（7）

て
も
い
い
と
思
う
。

帰
属
性
に
関
し
て
、
『
主
要
問
題
L
と
異
な
る
点
は
、
帰
属
性
を
新
た
に
「
中
心
的
帰
属
」
と
「
周
辺
的
帰
属
」
と
に
区
分
し
た
点
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
変
化
の
要
因
は
、
『
主
要
問
題
　
第
二
版
』
序
文
に
お
い
て
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
が
論
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
国
家
と
法

の
関
係
が
、
r
主
要
問
題
』
自
体
の
中
で
既
に
創
造
さ
れ
た
方
法
論
的
諸
前
提
に
一
致
す
る
、
完
全
に
満
足
の
ゆ
く
解
決
を
こ
こ
で
は
未

だ
兄
い
だ
さ
ず
、
…
『
主
要
問
題
』
は
自
ら
確
認
し
た
国
家
意
思
概
念
の
完
全
な
帰
結
を
末
だ
わ
が
も
の
と
し
て
い
な
い
」
　
（
H
P
N
S
．
察

H
I
）
　
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
ま
ず
、
帰
属
に
つ
い
て
、
「
要
件
と
効
果
と
の
特
殊
な
結
合
は
、
こ
れ
を
「
帰
属
」
と
呼
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
術
語
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上
も
明
瞭
に
、
因
果
性
－
自
然
の
体
系
に
お
け
る
要
素
の
結
合
I
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ま
っ
た
く
法
理
論
上
の
帰
属
の

概
念
は
、
法
政
策
上
の
、
特
に
刑
法
を
目
標
と
す
る
帰
属
原
理
〔
い
わ
ゆ
る
帰
責
〕
と
は
け
っ
し
て
同
じ
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
、
帰
属

と
い
う
術
語
は
、
多
く
は
こ
の
後
者
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
か
ら
、
法
理
論
上
の
概
念
は
容
易
に
引
き
出
さ
れ
る
」

（
A
S
L
S
・
お
）
と
定
義
す
る
が
、
こ
れ
は
F
主
要
問
題
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
は
異
な
る
結
合
に
つ
い
て
も
、
帰
属

と
呼
ぶ
べ
き
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
一
つ
の
要
件
の
秩
序
ま
た
は
部
分
秩
序
の
統
一
体
へ
の
関
係
づ
け
は
、
『
帰
属
』
と
も
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
帰

属
が
法
規
範
内
、
し
た
が
っ
て
法
秩
序
内
の
二
つ
の
要
件
の
結
合
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
こ
れ
は
一
つ
の
要
件
が
、
法
規
範
体
系
と
し
て

の
法
秩
序
の
統
一
性
へ
の
関
係
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
規
範
内
容
と
し
て
先
の
意
味
で
帰
属
さ
れ
た
要
件
が
法
規
範
の
内
容
と
し
て
表
わ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
述
の
帰
属
と
異
な
る
。
（
一
つ
の
要
件
の
）
『
人
格
』
　
へ
の
帰
属
を
、
別
の
一
つ
の
要
件
へ
の
隙
属
か
ら
用
語
上

区
別
す
る
た
め
に
、
中
心
的
帰
属
（
Z
e
n
t
邑
e
Z
∈
e
C
F
u
n
g
法
規
範
の
体
系
の
中
心
へ
の
帰
属
）
と
呼
び
、
他
を
周
辺
的
帰
属
（
p
e
暑
h
e
r
e

N
u
r
e
c
F
u
n
g
法
規
範
の
体
系
の
周
辺
に
お
け
る
帰
属
）
と
呼
び
、
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
周
辺
的
帰
属
は
、
常
に
一
つ
の
要

件
か
ら
他
の
要
件
に
通
ず
る
の
で
あ
り
、
中
心
的
帰
属
は
一
個
の
人
格
（
P
e
r
s
O
且
　
に
導
く
が
、
し
か
し
、
人
間
（
M
e
n
∽
C
g
　
に
導
く
こ

と
は
な
い
」
　
（
A
S
L
S
．
㌫
）
と
す
る
。

で
は
、
「
中
心
的
帰
属
」
と
「
周
辺
的
帰
属
」
と
は
、
丁
王
要
問
題
』
で
な
さ
れ
た
「
外
的
帰
属
」
と
「
内
的
帰
属
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
。

前
述
の
と
お
り
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
『
主
要
問
題
L
に
お
い
て
、
「
帰
属
と
は
規
範
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
存
在
要
件
と
主
体
と
の
結
合
」

で
あ
る
と
し
て
、
「
外
的
帰
属
」
の
名
の
下
に
法
規
の
中
で
表
現
さ
れ
る
条
件
づ
け
ら
れ
た
要
件
と
国
家
人
格
と
の
結
合
を
示
し
、
「
内
的

帰
属
」
　
の
名
の
下
に
法
規
の
中
で
表
現
さ
れ
る
条
件
づ
け
る
要
件
と
国
家
以
外
の
他
の
法
主
体
と
の
結
び
つ
き
を
示
し
た
。
両
者
と
も
、
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要
件
と
法
主
体
と
の
結
合
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
私
は
法
規
の
内
部
に
包
摂
さ
れ
た
諸
要
素
の
間
に
存

す
る
結
合
と
し
て
、
す
な
わ
ち
文
法
上
「
べ
L
L
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
る
結
合
と
し
て
、
帰
属
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
H
P
N

S
・
男
と
言
い
、
『
主
要
問
題
』
で
述
べ
ら
れ
た
帰
属
は
、
法
規
の
中
の
二
つ
の
要
件
の
結
合
、
し
た
が
っ
て
、
〓
般
国
家
学
」
で
言
う

「
周
辺
的
帰
属
」
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
「
王
要
問
題
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
法
規
の
条
件
付
け
る
要
件
と
法
主
体
と
の
結
合
、

す
な
わ
ち
「
内
的
帰
属
」
だ
け
で
あ
る
。

ど
う
し
て
、
「
内
的
帰
属
」
と
「
周
辺
的
帰
属
」
と
が
同
一
に
な
る
の
か
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
一
人
の
人
間
へ
の

帰
属
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
に
は
、
人
間
そ
の
者
で
は
な
く
、
個
々
の
人
間
の
作
為
不
作
為
が
諸
要
件
と
し
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
を
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
の
人
間
へ
の
帰
属
は
常
に
一
つ
の
要
件
へ
の
帰
属
で
あ
り
、
前
述
し
た
意
味
の
二
つ
の
要
件

の
結
合
な
の
で
あ
る
。
問
題
が
帰
属
さ
れ
る
主
体
に
関
す
る
も
の
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
、
帰
属
主
体
の
概
念
で
も
っ
て
帰
属
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
人
格
が
取
り
扱
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
常
に
秩
序
ま
た
は
部
分
秩
序
の
統
一
へ
の
関
連
の
意
味
に
お
け
る
中
心
的
帰
属
に
関

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
特
殊
な
法
的
で
な
い
統
一
と
し
て
の
）
人
間
の
概
念
と
区
別
し
て
の
法
人
格
、
つ
ま
り
、
（
権
利
・

義
務
の
主
体
と
し
て
の
）
広
義
に
お
け
る
法
主
体
は
、
あ
た
か
も
こ
の
統
一
的
関
係
の
概
念
と
同
一
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
人

格
と
は
関
係
点
、
帰
属
点
を
意
味
し
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
A
S
L
S
．
①
ひ
）
と
論
述
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
主
要
問
題
』
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
「
内
的
帰
属
」
は
、
要
件
と
人
間
（
そ
の
作
為
・
不
作
為
）
と
の
結
合
に
は
か

な
ら
ず
、
「
外
的
帰
属
」
は
、
要
件
と
国
家
人
格
と
の
結
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
あ
っ
て
は
、
法
主
体
と
い
う
概

念
の
下
に
人
間
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
人
格
が
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
主
要
問
題
』
の
「
内
的
帰
属
」
お
よ
び
「
外
的

帰
属
」
と
対
比
し
、
結
び
つ
け
て
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



広島法学　31巻3号（2007年）－30

『
主
要
問
題
」
…
内
的
帰
属
＝
「
人
間
」
　
へ
の
帰
属
八
二
二
股
国
家
学
」
…
周
辺
的
帰
属

『
主
要
問
題
』
…
外
的
帰
属
＝
「
人
格
」
　
へ
の
帰
属
〓
V
「
般
国
家
学
』
…
中
心
的
帰
属

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
王
要
問
題
』
に
お
い
て
は
、
「
法
主
体
」
と
い
う
概
念
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
法
主
体
」
の
下

に
「
人
間
」
と
「
人
格
」
が
理
解
さ
れ
、
「
人
間
」
と
「
人
格
」
と
が
混
同
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
一
般
に
『
人
格
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
特
別
に
『
国
家
機
関
」
も
ま
た
、
特
殊
な
事
実
ま
た
は
事
実
の
複
合
の

人
格
化
で
あ
る
」
（
A
S
L
S
．
N
墨
と
し
、
そ
し
て
、
国
家
機
関
の
機
関
作
用
で
あ
る
人
間
の
行
為
が
、
国
家
の
体
系
中
に
入
っ
て
く
れ
ば
、

「
実
は
、
も
は
や
人
間
の
行
為
と
し
て
は
、
問
題
に
な
ら
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
新
し
い
体
系
関
係
に
お
い
て
は
、
人
間
と
い

う
特
殊
な
統
一
体
へ
の
関
係
は
失
わ
れ
、
対
象
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
」
　
（
A
S
L
S
・
N
S
）
と
す
る
。

次
に
、
国
家
行
為
は
国
家
が
意
欲
し
た
行
為
か
と
い
う
問
い
を
発
し
、
国
家
が
行
為
を
意
欲
す
る
の
は
、
行
為
が
国
家
に
帰
属
さ
せ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
、
国
家
意
思
と
機
関
意
思
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

「
重
要
な
こ
と
は
、
人
間
の
内
面
的
青
苗
心
現
象
が
国
家
に
移
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
〓
疋
の
資
格
を
も
っ
た
人
間
の
行
為
が
国
家

の
行
為
と
解
さ
れ
、
国
家
に
帰
属
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
あ
る
要
件
の
国
家
へ
の
帰
属
は
、
そ
の
要
件
の
国
家
的
秩
序
の
統

一
体
へ
の
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
が
生
じ
る
の
は
、
右
の
要
件
が
国
家
的
秩
序
の
規
範
中
に
当
為
さ
れ
た
も
の
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
国
家
の
意
思
と
は
、
機
関
行
為
、
国
家
行
為
と
し
て
の
性

質
を
付
与
さ
れ
た
要
件
に
と
っ
て
の
－
秩
序
の
統
一
を
表
現
す
る
－
帰
属
の
終
極
点
で
あ
る
。
」
　
（
A
S
L
S
・
N
宗
）

∽
　
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
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一
九
三
四
年
の
　
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
は
、
純
粋
法
学
の
方
法
的
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ケ
ル
ゼ
ン

（8）

の
研
究
の
結
晶
と
し
て
、
研
究
の
成
果
を
簡
潔
に
集
大
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
と
さ
れ
る
が
、
帰
屈
性
に
つ
い
て
の
基
本

的
見
解
は
二
股
国
家
学
L
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
両
者
を
あ
わ
せ
て
中
期
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
性
論
と
言
っ
て
い
い
と
思
う
。
『
一

般
国
家
学
』
に
お
け
る
中
心
的
帰
属
と
周
辺
的
帰
属
と
い
う
帰
属
性
の
二
つ
の
区
分
は
、
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
」
に
お
い
て
も
踏
襲
さ

れ
て
、
さ
ら
に
「
中
心
的
帰
属
」
と
い
う
節
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
純
粋
法
学
　
第
一
版
」
の
帰
属
概
念
は
、
本
稿
冒
頭
で
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
法
規
範
は
、
仮
言
的
判
断
（
も
し
～
な
ら
ば
、
…
…
）

の
形
を
と
る
「
条
件
づ
け
る
事
実
要
件
（
b
c
d
i
ロ
g
C
n
d
c
r
T
a
t
b
e
s
t
a
n
色
と
条
件
づ
け
ら
れ
た
効
果
（
b
c
d
i
n
g
t
c
F
O
－
g
且
と
の
特
殊
な
結
合
」
、

つ
ま
り
法
律
要
件
と
法
律
効
果
の
結
合
で
あ
り
、
こ
れ
が
法
律
の
根
本
形
式
で
あ
る
法
規
で
あ
り
、
こ
の
結
合
が
帰
属
で
あ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
帰
属
関
係
を
表
示
す
る
言
葉
が
「
S
O
〓
e
且
　
（
べ
し
、
当
為
）
　
で
あ
り
、
因
果
関
係
を
表
示
す
る
言
葉
で
あ
る

「
M
訝
s
e
且
　
（
必
然
）
　
と
対
置
さ
れ
る
　
（
匹
刀
↑
－
S
，
N
N
）
。

そ
し
て
、
中
心
的
帰
属
と
周
辺
的
帰
属
の
区
別
に
つ
い
て
、
「
法
人
の
義
務
と
権
利
は
、
人
間
の
行
態
に
関
す
る
義
務
と
権
利
で
あ
る

か
ら
、
常
に
個
人
の
義
務
と
権
利
で
あ
る
」
（
声
知
己
S
．
墨
が
、
「
人
間
が
法
典
同
体
の
機
関
で
あ
る
の
は
、
彼
が
な
す
行
為
が
－
法
共

同
体
を
構
成
す
る
－
部
分
秩
序
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
、
こ
の
秩
序
の
統
一
体
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
秩
序
の
統
一
体
へ
の
あ
る
事
実
要
件
の
関
係
づ
け
も
ま
た
、
『
帰
属
』
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
に
従
え

ば
、
『
人
格
』
は
、
『
帰
属
し
点
で
あ
る
。
法
人
の
一
切
の
行
為
は
、
擬
制
的
主
体
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
人
間
の
行
為
で
あ
り
、
部
分
的
法

秩
序
の
統
一
体
ま
た
は
全
体
的
法
秩
序
は
こ
の
よ
う
な
主
体
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ー
中
心
的
－
帰
属
は
、
前
に
述
べ
た

－
周
辺
的
－
帰
属
と
は
全
く
別
の
作
用
で
あ
る
。
周
辺
的
帰
属
に
よ
っ
て
は
、
事
実
要
件
が
秩
序
の
統
一
体
で
は
な
く
、
秩
序
の
内
部
に

お
い
て
他
の
事
実
要
件
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
事
実
要
件
が
法
規
の
中
で
互
い
に
結
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
　
（
声
声
亡
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S
．
S
）
と
論
述
さ
れ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
さ
ら
に
、
法
人
の
責
任
の
制
限
に
つ
い
て
、
「
法
人
と
し
て
活
動
す
る
共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
諸
個
人
の
集
合
財
産

に
強
制
執
行
を
制
限
す
る
点
に
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
責
任
の
制
限
の
点
に
、
私
法
上
の
法
人
を
特
殊
に
性
格
づ
け
る
特
徴
が
存

す
る
。
だ
が
、
公
法
上
の
法
人
に
と
っ
て
、
こ
の
特
徴
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
第
一
義
的
に
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
特
に
、
国

歌
と
い
う
法
人
に
と
っ
て
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
国
家
は
、
全
体
的
法
秩
序
の
擬
人
化
と
し
て
、
す
べ
て
の
部
分
的
法
秩
序
、
し
た
が
っ

て
そ
れ
に
編
入
さ
れ
る
す
べ
て
の
自
然
人
と
法
人
を
包
含
し
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
中
心
的
帰
属
の
終
極
点
な
の
で
あ
る
」
（
ヵ
知
↑
－
S
．
g
）

と
す
る
。

次
に
、
帰
属
問
題
と
し
て
の
国
家
に
つ
い
て
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
国
家
人
格
へ
の
帰
属
と
し
て
、
ま
た
、
法
律
的
帰
属
問
題
と
し
て
の

国
家
に
つ
い
て
、
大
要
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。
「
国
家
が
法
秩
序
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
…
い
か
な
る
国
家
行
為
も
、
法
行
為

と
し
て
以
外
に
、
す
な
わ
ち
、
法
規
範
の
設
定
と
執
行
の
行
為
と
し
て
の
み
表
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
人

間
の
行
為
は
、
そ
れ
が
法
規
範
に
よ
っ
て
国
家
行
為
と
し
て
性
質
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
国
家
行
為
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

個
々
の
国
家
行
為
か
ら
見
れ
ば
…
国
家
の
問
題
は
帰
属
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
〓
疋
の
人
間
の
行
為
は
何
故
、
そ
の
行
為
を
行
う
人

間
自
身
に
で
は
な
く
、
い
わ
ば
彼
の
背
後
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
主
体
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
の
う
ち
に
表
示
さ

れ
る
。
こ
の
帰
属
の
唯
一
の
可
能
な
規
準
は
、
法
規
範
で
あ
る
。
…
国
家
行
為
の
主
体
と
し
て
の
国
家
、
す
な
わ
ち
、
人
格
と
し
て
の
国

家
は
、
前
述
の
秩
序
の
擬
人
化
に
は
か
な
ら
な
い
…
国
家
人
格
へ
の
帰
属
は
、
帰
属
さ
れ
る
事
実
要
件
を
国
家
行
為
と
し
、
そ
の
事
実
要

件
を
行
う
人
間
に
国
家
機
関
と
し
て
の
性
質
を
付
与
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
他
の
法
人
と
同
様
に
、
国
家
の
法
人
格
は
、
統
一
体
の

表
現
と
し
て
一
個
の
法
秩
序
で
あ
り
、
帰
属
点
で
あ
る
」
　
（
声
知
己
S
．
－
N
S
。

以
上
の
と
お
り
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
「
帰
属
性
」
　
に
つ
い
て
、
周
辺
的
帰
属
と
中
心
的
帰
属
を
区
分
し
、
中
心
的
帰
属
の
下
に
「
一
個
の
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事
実
要
件
が
秩
序
の
統
一
体
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
」
（
ヵ
知
E
S
．
S
）
結
合
を
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
を
使
用
し
て
い
る
の
も
二
二
般
国
家

学
』
　
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
二
種
の
帰
属
性
概
念
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
〓
般
国
家
学
』
と
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
と
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
二
般
国
家
学
』

は
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
そ
の
序
文
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
二
股
国
家
学
』
の
諸
問
題
は
、
こ
と
ご
と
く
特
殊
な
秩
序
の
通
用
お
よ
び
創
設

の
問
題
と
し
て
、
静
態
と
動
態
と
の
区
別
が
体
系
上
の
主
要
思
想
に
な
る
」
（
A
S
L
S
．
昌
）
と
す
る
。
一
方
、
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
は
、

「
私
の
目
標
は
、
法
政
策
的
議
論
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た
法
律
学
を
真
正
の
科
学
の
高
み
に
、
精
神
科
学
の
高
み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で

あ
っ
た
」
　
（
罪
知
↑
－
S
・
日
）
と
す
る
方
法
論
的
な
関
心
が
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
ケ
ル
ゼ

ン
は
、
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
．
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
哲
学
に
お
い
て
因
果
法
則
が
超
越
論
的
範
疇
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
応
し
て
、
法
法

則
で
あ
る
帰
属
性
（
不
法
効
果
と
不
法
行
為
と
の
結
合
と
い
う
意
味
で
の
）
を
超
越
論
的
範
疇
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
（
品
－
．
声
闘
E

S．N宣
な
お
、
中
期
の
著
作
に
は
、
こ
の
時
期
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
政
治
的
境
遇
か
ら
発
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
言
葉
が
行
文
の
端
々
に
う
か
が
わ

れ
、
『
主
要
問
題
』
で
純
粋
法
学
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
べ
き
理
論
的
な
相
手
と
し
て
、
自
然
法
学
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
　
で
は
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
前
面
に
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

刷
　
『
法
と
国
家
の
一
般
理
論
』

一
九
四
五
年
の
『
法
と
国
家
の
一
般
理
論
』
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
を
維
れ
た
ケ
ル
ゼ
ン
が
英
語
圏
、
特
に
コ
モ
ン
・
ロ
「
法
圏
の
読
者
に

自
ら
の
純
粋
法
学
を
説
明
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
書
い
た
ド
イ
ツ
語
原
稿
を
、
A
・
ウ
エ
ド
ハ
ー
グ
　
（
ト
ロ
d
e
r
s
W
e
d
b
e
r
的
）
　
が
英
訳
し
た

（9）

も
の
に
ケ
ル
ゼ
ン
本
人
が
手
を
加
え
て
で
き
た
英
語
の
著
作
で
あ
る
。
帰
属
に
関
し
て
は
、
内
容
的
に
は
『
一
般
国
家
学
』
と
『
純
粋
法
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学
　
第
一
版
』
　
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
中
期
に
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

『
法
と
国
家
の
一
般
理
論
」
　
に
お
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
Z
u
r
e
c
h
n
u
n
g
に
対
応
す
る
英
語
は
i
m
p
u
t
a
t
i
O
n
で
あ
る
と
し
て
、

「
i
m
p
u
t
a
t
i
O
n
は
、
何
ら
か
の
出
来
事
（
e
く
e
n
t
）
　
が
特
定
の
個
人
に
帰
さ
れ
る
　
（
a
t
t
r
i
b
u
t
c
d
）
、
あ
る
い
は
特
定
の
個
人
と
の
関
係

（
c
O
n
ロ
C
C
t
i
O
且
を
も
た
ら
す
と
い
う
観
念
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
が
、
「
帰
属
（
帰
属
可
能
性
）
」
の
項
で
は
、
主
と
し
て

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
の
関
係
で
の
責
任
・
帰
責
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
G
T
L
S
p
，
巴
・
u
N
）

ケ
ル
ゼ
ン
が
、
や
や
詳
細
に
帰
属
を
論
述
す
る
の
は
、
「
帰
属
の
問
題
と
し
て
の
国
家
の
問
題
」
　
の
項
で
あ
る
。

「
人
間
個
人
の
あ
る
〓
疋
の
行
為
が
、
国
家
の
行
動
と
解
さ
れ
る
。
ど
ん
な
条
件
の
下
に
、
我
々
は
あ
る
人
間
行
為
を
国
家
に
帰
せ
し

め
る
　
（
a
t
t
i
r
i
b
u
t
c
）
　
の
か
。
…
ど
う
や
っ
て
、
我
々
は
、
国
家
行
為
で
あ
る
人
間
行
為
を
、
そ
う
で
な
い
人
間
行
為
か
ら
区
別
で
き
る
の

か
。
我
々
が
人
間
行
為
を
目
に
見
え
な
い
人
格
と
し
て
の
国
家
に
帰
さ
せ
る
　
（
r
e
訂
ユ
判
断
が
、
国
家
へ
の
人
間
行
為
の
帰
属
を
意
味
す

る
。
国
家
の
問
題
は
、
帰
属
の
問
題
で
あ
る
。
国
家
は
、
い
わ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
行
為
が
そ
こ
に
投
影
さ
れ
る
一
つ
の
共
通
点
、
い

ろ
い
ろ
な
人
間
行
為
に
と
っ
て
の
帰
属
の
共
通
点
で
あ
る
。
そ
の
行
動
が
国
家
行
為
と
考
え
ら
れ
る
諸
個
人
、
そ
の
行
動
が
国
家
に
帰
属

さ
れ
る
諸
個
人
は
、
国
家
の
『
機
関
』
と
呼
ば
れ
る
。
」
　
（
G
T
L
S
p
・
－
巴
）

さ
ら
に
、
「
あ
る
人
間
行
為
を
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
は
、
こ
の
行
為
が
特
殊
な
仕
方
で
規
範
的
秩
序
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
秩
序
が
法
秩
序
な
の
で
あ
る
」
　
（
G
T
L
S
p
．
－
の
N
）
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点

は
、
中
期
か
ら
後
期
へ
の
つ
な
が
り
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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第
三
節
　
後
期
　
　
『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』
等

七
九
歳
の
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
一
九
六
〇
年
に
『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』
を
出
版
し
た
。
お
そ
ら
く
自
ら
の
純
粋
法
学
の
集
大
成
の
つ
も
り

で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
で
き
る
が
、
本
文
が
一
五
四
頁
で
あ
っ
た
第
一
版
に
比
較
す
る
と
、
は
る
か
に
小
さ
い
活
字
で
本
文
三
五
四
頁

（
付
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
「
正
義
の
問
題
」
を
含
め
る
と
五
三
四
頁
）
　
の
大
部
の
著
作
に
な
っ
て
お
り
、
仝
訂
新
増
補
版
（
忌
E
g

n
c
u
b
c
a
r
b
e
i
t
e
t
e
u
n
d
e
ヨ
e
i
t
c
語
A
u
ロ
a
g
e
）
と
銘
打
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
純
粋
法
学
の
基
本
的
枠
組
み
は
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
第
二
版
で
は
そ
れ
ま
で
の
帰
属
論
に
重
大
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
期
の
著
作
で
は
帰
属
を
中
心
的
帰
属
と
周
辺
的

帰
属
の
二
種
類
に
分
け
て
論
じ
て
い
た
が
、
第
二
版
で
は
、
帰
属
性
を
論
じ
る
の
に
「
Z
u
呂
F
c
i
b
u
n
g
（
「
転
属
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
る

こ
と
と
す
る
。
）
」
と
い
う
新
概
念
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
帰
属
性
概
念
は
、
そ
の
意
味
を
縮
小
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
を
も
っ
て
、
後
期
の
帰
属
性
概
念
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

Ⅲ
　
「
因
果
性
と
帰
属
性
」

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
中
期
と
後
期
の
問
の
一
九
五
〇
年
に
「
因
果
性
と
帰
属
性
」
と
い
う
英
語
論
文
を
発
表
し
た
　
（
増
補
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語

（10）

版
と
英
語
版
が
あ
る
）
。
内
容
は
、
因
果
性
と
自
由
意
思
の
問
題
が
中
心
を
占
め
て
お
り
、
帰
属
性
概
念
自
体
は
、
中
期
の
概
念
と
変
わ

り
は
な
い
。

ま
ず
、
因
果
性
と
帰
属
性
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
因
果
性
の
原
理
は
、
お
そ
ら
く
応
報
の
規
範
に
そ
の
起
源
を
も
つ
。
応
報
規
範
に
お

い
て
悪
行
に
は
罰
を
、
善
行
に
は
賞
を
結
合
す
る
と
い
う
帰
属
性
の
原
理
の
変
形
が
因
果
性
の
原
理
で
あ
る
」
と
い
う
、
帰
属
性
が
因
果
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性
に
先
行
す
る
と
い
う
興
味
深
い
見
解
が
示
さ
れ
る
。
次
い
で
、
自
由
意
思
や
決
定
論
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
「
善
行
や
不
法
行
為
が
帰

属
性
の
終
極
点
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
因
果
性
に
は
そ
の
よ
う
な
終
極
点
は
存
在
し
な
い
」
と
因
果
性
と
帰
屈
性
の
相
違

を
強
調
す
る
一
方
で
、
「
合
理
的
・
経
験
的
世
界
観
と
形
而
上
学
的
世
界
観
と
い
う
、
根
本
的
に
異
な
っ
た
、
両
立
不
可
能
な
二
つ
の
哲

学
の
対
立
の
よ
う
に
み
え
た
も
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
も
合
理
的
で
経
験
的
な
二
つ
の
異
な
っ
た
認
識
方
法
、
す
な
わ
ち
、
認
識

が
そ
の
対
象
の
諸
要
素
を
互
い
に
結
合
し
、
一
方
の
方
法
が
他
方
の
方
法
と
完
全
に
両
立
可
能
で
あ
る
よ
う
な
二
つ
の
異
な
っ
た
方
法
の

並
行
関
係
（
p
a
邑
－
e
－
i
s
且
　
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
因
果
性
と
帰
属
性
の
二
元
論
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

∽
　
「
純
粋
法
学
と
は
何
か
」

へ
〓
、

帰
属
性
概
念
の
推
移
と
の
関
係
か
ら
言
っ
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
一
九
五
三
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
純
粋
法
学
と
は
何
か
」
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
大
学
教
授
の
Z
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
教
授
の
六
十
歳
記
念
論
文
集
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
純
粋
法
学
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
で
初
め
て
「
Z
u
S
C
F
e
i
b
c
且
と
い
う
動
詞
が
二
度
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
論
文
の
中
に
、
「
純
粋
法
学
は
、
国
家
は
法
を
創
設
す
る
と
か
、
権
利
を
保
障
す
る
と
か
の
言
明
を
も
っ
て
、
法
秩
序
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
〓
疋
の
人
間
が
法
秩
序
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
手
続
き
の
中
で
、
そ
れ
故
、
法
秩
序
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
共
同
体
の
機
関
と

い
う
法
秩
序
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
属
性
の
中
で
、
法
規
範
を
創
設
し
、
適
用
し
、
強
制
権
力
を
も
っ
て
執
行
す
る
、
と
い
う
事
実
が
比

喩
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
人
格
と
し
て
の
国
家
の
行
為
は
人
間
の
行
為
で
あ

る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
人
間
の
行
為
は
法
人
と
し
て
の
国
家
に
、
つ
ま
り
法
秩
序
の
擬
人
化
〔
人
格
化
〕
と
し
て
の
国

家
に
転
属
さ
れ
（
2
駕
S
C
F
i
e
b
e
且
、
し
か
も
法
秩
序
に
基
づ
い
て
の
み
転
属
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
い
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う
論
述
が
あ
る
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
は
、
こ
の
語
の
詳
し
い
説
明
を
し
て
い
な
い
。

畑
　
『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』

（12）

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
r
純
粋
法
学
　
第
二
版
」
で
、
こ
の
「
巨
S
C
F
e
i
b
且
を
、
帰
属
を
表
す
新
し
い
概
念
「
Z
u
s
c
F
e
i
b
u
n
巴
と
し
て
導
入

し
た
。
こ
の
概
念
は
機
関
の
権
限
（
K
O
m
p
C
t
C
且
を
論
ず
る
箇
所
で
最
初
に
用
い
ら
れ
、
以
後
、
キ
ー
概
念
と
し
て
論
述
が
展
開
さ
れ

る
。

「
個
人
が
共
同
体
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
個
人
が
共
同
体
に
転
属
さ
れ
る
（
z
u
g
e
s
c
h
r
i
e
b
c
n
w
e
r
d
e
且
こ
と
の
で
き
る
作

用
を
行
う
と
い
う
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
共
同
体
の
機
関
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
作
用
に
つ
い
て
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
人
格
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
共
同
体
が
、
そ
の
機
関
と
し
て
職
務
を
果
た
す
個
人
を
通
じ
て
、
そ
の
作
用
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
中
に
は
、
擬
制
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
共
同
体
で
は
な
く
、
個
々
の
人
間
が
、
ま
さ
に
そ
の
作
用
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」

（
巴
F
N
S
L
思
）

こ
の
文
章
の
「
2
g
e
S
C
E
e
b
且
に
脚
注
を
付
け
て
、
帰
属
性
概
念
の
変
更
に
つ
い
て
、
「
以
前
の
著
作
で
は
、
私
は
、
当
該
の
思
考
操

作
を
「
帰
属
（
N
u
r
e
c
F
u
n
的
）
』
と
呼
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
語
は
、
と
り
わ
け
、
二
つ
の
要
件
（
T
a
t
b
e
s
t
a
n
烏
　
の
規
範
的
結
合
を

特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
結
果
は
因
果
的
結
合
に
類
似
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
は
、
あ
る
作
用
を
共
同
体
に
帰
属
す
る
『
中
心

的
』
帰
属
と
、
二
つ
の
要
件
の
規
範
的
結
合
で
あ
る
『
周
辺
的
』
帰
属
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
用
語
法
は
、
そ
れ

ほ
ど
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
く
、
誤
解
を
招
く
も
の
で
あ
る
」
と
述
懐
し
、
「
だ
か
ら
私
は
、
今
後
は
、
『
帰
属
（
Z
u
r
e
c
h
n
u
n
的
）
』
と

い
う
語
の
使
用
を
、
二
つ
の
要
件
の
規
範
的
結
合
に
限
定
す
る
」
と
宣
言
的
に
断
言
す
る
（
声
芦
N
S
．
－
呈
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
、
さ
ら
に
、
「
諸
個
人
の
共
同
体
、
す
な
わ
ち
、
諸
個
人
に
共
通
し
て
い
る
も
の
は
、
彼
ら
の
行
態
を
規
制
し
て
い
る
こ
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の
秩
序
の
中
に
存
す
る
」
と
し
、
続
け
て
「
個
人
の
行
態
が
、
規
範
的
秩
序
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
共
同
体
に
、
転
属
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
－
そ
し
て
す
な
わ
ち
、
擬
制
を
用
い
ず
に
言
え
ば
、
共
同
体
を
構
成
す
る
規
範
的
秩
序
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
－
の
は
、

こ
の
行
態
が
こ
の
規
範
的
秩
序
の
中
で
、
条
件
ま
た
は
効
果
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
だ
け
で
あ
る
」
と
す
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
「
個
人
の
行
態
が
共
同
体
に
転
属
さ
れ
、
共
同
体
の
行
為
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
共
同
体
は
、
行
為
主

体
つ
ま
り
人
格
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
が
行
い
、
規
範
的
秩
序
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
る
作
用
を
、
こ
の
秩
序
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
共
同
体
に
転
属
す
る
こ
と
は
、
共
同
体
の
擬
人
化
を
合
意
し
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
、
「
だ
が
、
こ
の
擬
人
的
転
属
の

中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
共
同
体
に
転
属
さ
れ
た
行
態
が
、
共
同
体
を
構
成
す
る
規
範
的
秩
序
の
中
で
規
定
さ
れ
、
こ
の
最
も
広

い
意
味
に
お
い
て
共
同
体
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
人
間
の
行
態
の
行
為
を

共
同
体
に
転
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
共
同
体
を
構
成
す
る
秩
序
に
こ
の
行
為
を
関
係
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
（
語
の
最
も
広
い
意
味
に

お
い
て
）
規
範
的
秩
序
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
行
為
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
は
か
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

「
し
た
が
っ
て
、
規
範
的
秩
序
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
最
も
広
い
意
味
に
お
い
て
授
権
さ
れ
た
個
人
の
一
切
の
行

態
は
、
規
範
的
秩
序
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
共
同
体
に
転
属
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
共
同
体
の
作
用
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
行
態
が
規
範
的
秩
序
の
中
に
規
定
さ
れ
、
秩
序
に
よ
っ
て
こ
の
意
味
に
お
い
て
授
権
さ
れ
て
い
る
一
切
の
個
人
、
す
な
わ
ち
秩
序
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
共
同
体
の
一
切
の
構
成
員
を
共
同
体
の
機
関
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
。
（
以
上
、
声
声
L
N
S
・

－思）そ
し
て
、
「
個
人
が
共
同
体
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
個
人
が
共
同
体
に
転
属
可
能
な
行
態
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
行
態
が
、
共
同
体
を
構
成
す
る
規
範
的
秩
序
の
中
で
条
件
ま
た
は
効
果
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
行
態
は
共
同
体
に
転
属
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
論
述
す
る
。
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ケ
ル
ゼ
ン
は
、
さ
ら
に
、
「
そ
れ
が
機
関
作
用
、
つ
ま
り
語
の
最
も
広
い
意
味
に
お
け
る
機
関
作
用
の
第
一
次
的
概
念
、
つ
ま
り
根
本

概
念
で
あ
る
」
と
し
、
「
機
関
の
概
念
で
は
な
く
、
機
関
作
用
の
概
念
こ
そ
が
－
特
に
法
学
の
領
域
に
と
っ
て
は
－
本
質
的
事
態
を
把
握

し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
「
一
般
的
に
は
共
同
体
機
関
の
問
題
、
特
別
に
は
国
家
機
関
の
問
題
に
つ
い
て
、
用
語
法
に
問
い
か
け
る
こ
と
は
大
部
分

が
重
要
で
あ
る
が
、
こ
の
用
語
法
は
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
す
る
。

そ
し
て
、
「
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
法
秩
序
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
作
用
の
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
共
同
体
へ
の
転
属
が
、

必
然
的
思
考
操
作
で
は
な
く
、
可
能
な
思
考
操
作
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
「
し
か
し
、
作
用
を

行
う
個
人
は
、
法
益
ハ
同
体
の
『
機
関
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
必
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
作

用
は
、
共
同
体
に
転
属
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
必
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
」
（
以
上
、
声
芦
N
S
．
－
昌

と
す
る
。
留
意
す
べ
き
論
述
で
あ
る
と
考
え
る
。

転
属
は
、
「
中
心
的
帰
属
」
の
名
称
を
変
え
た
の
み
と
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
帰
属
を
中

期
ま
で
の
よ
う
に
二
種
類
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
区
分
を
明
示
的
に
放
棄
し
た
う
え
で
、
帰
属
と
転
属
と
い
う
二
つ
の
別
の
語
を

使
用
し
て
規
範
的
結
合
を
論
ず
る
方
向
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

聞
　
「
ス
ト
ー
ン
教
授
と
純
粋
法
学
」

帰
属
概
念
に
つ
い
て
、
『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』
以
降
の
展
開
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
批
判
に
対
す
る
反
論
の
う
ち
、
二
福
を
見
て

お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
第
一
は
、
1
・
ス
ト
ー
ン
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

∴
リ

『
ス
ト
ー
ン
教
授
と
純
粋
法
学
』
は
、
米
国
の
ロ
ス
コ
ウ
・
パ
ウ
ン
ド
の
門
弟
で
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
教
授
で
あ
る
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
ス
ト



広島法学　31巻3号（2007年）－40

ー
ン
が
、
一
九
六
四
年
に
公
刊
し
た
「
法
シ
ス
テ
ム
と
法
律
家
の
推
諭
し
の
中
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
に
対
し
て
行
っ
た
痛
烈
な
批

（14）判
に
応
え
て
行
っ
た
ケ
ル
ゼ
ン
の
反
論
で
あ
る
。

「
帰
属
性
と
因
果
性
」
の
項
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
「
純
粋
法
学
の
最
も
本
質
的
な
寄
与
の
一
つ
は
、
因
果
性
の
概
念
と
は
異
な
っ
た
も
の

と
し
て
の
帰
属
性
の
概
念
で
あ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
純
粋
法
学
は
、
自
然
科
学
が
そ
の
対
象
を
記
述
す
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
自

然
法
則
で
通
用
さ
れ
る
因
果
法
則
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
帰
属
法
則
は
法
命
題
で
通
用
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
法
学
が
そ
の
対
象
を
記
述

す
る
。
ス
ト
ー
ン
教
授
の
提
示
で
は
、
法
命
題
の
本
質
的
要
素
と
し
て
の
帰
属
法
則
は
、
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
」
と
応
え
て
い
る
。

㈲
　
「
論
理
学
的
法
理
解
と
形
而
上
学
的
法
理
解
」

も
う
一
つ
は
、
ル
ー
ブ
レ
ヒ
ト
・
ホ
ー
フ
マ
ン
著
『
論
理
学
的
法
理
解
と
形
而
上
学
的
法
理
解
－
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
概
念
に
寄

（15）

せ
て
』
　
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
ケ
ル
ゼ
ン
は
当
為
の
要
件
に
該
当
す
る
r
周
辺
的
』
帰
属
と
、
当
為
の
主
体
に
関
係
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
今
で
は
『
転
属
』
と

名
づ
け
て
い
る
『
中
心
的
し
帰
属
と
を
区
別
し
て
い
る
」
ホ
ー
フ
マ
ン
の
主
張
に
対
し
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
区
分
は
現
在
で
は
明
示
的

に
放
棄
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
理
解
に
立
つ
批
判
は
現
時
点
で
は
有
効
で
な
い
と
応
ず
る
。
そ
し
て
、
批
判
が
「
王
要
問
題
」
や
『
純
粋

法
学
　
第
一
版
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
古
い
見
解
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
苦
言
を
呈
す
る
。

ま
た
、
ホ
ー
フ
マ
ン
が
『
主
要
問
題
』
か
ら
前
述
の
通
行
人
の
死
亡
を
家
屋
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
例
を
持
ち
出
し
、
心
理
学
的
意
思

概
念
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
で
ケ
ル
ゼ
ン
を
論
難
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
私
は
、
帰
属
の
終
極
点
を
『
人
間
の
内
面
に
』
考
え
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
帰
属
の
終
極
点
は
、
－
私
の
学
説
に
よ
る
と
－

『
純
粋
法
学
』
　
の
数
多
く
の
箇
所
か
ら
と
同
様
に
－
人
間
の
行
態
で
あ
る
。
…
…
人
間
の
命
令
に
適
合
す
る
行
態
が
報
賞
を
受
け
た
り
、
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命
令
に
違
反
す
る
行
態
が
慣
わ
さ
せ
ら
れ
た
り
、
処
罰
さ
れ
た
り
す
る
。
こ
の
人
間
の
行
態
の
中
に
、
道
徳
的
責
任
ま
た
は
法
的
責
任
で

あ
る
帰
属
は
、
終
極
点
を
兄
い
だ
す
。
…
…
行
態
と
は
積
極
的
行
為
ま
た
は
消
極
的
不
作
為
で
あ
る
。
人
間
の
『
内
面
』
に
お
い
て
考
え

ら
れ
た
終
極
点
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
」

㈲
　
『
規
範
の
一
般
理
論
』
に
お
け
る
帰
属
性

（16）

一
九
七
九
年
の
『
規
範
の
一
般
理
論
』
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
死
後
、
K
・
リ
ン
ク
ホ
ー
フ
ァ
ー
（
K
巨
R
i
n
g
h
O
且
と
R
・
ヴ
ア
ル
タ
ー

（
声
b
b
c
ユ
W
a
－
t
c
且
が
ケ
ル
ゼ
ン
の
遺
稿
を
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
体
系
に
そ
っ
て
配
列
し
て
編
集
し
た
も
の
で
、
第
七
章
に
「
因
果
性
と
帰

属
性
」
　
の
項
が
あ
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
因
果
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て

ケ
ル
ゼ
ン
法
学
に
お
け
る
帰
属
性
概
念
の
推
移
は
、
次
に
述
べ
る
と
お
り
、
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
期
に
区
分
し
て
時
系
列
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
た
。

r
主
要
問
題
』
、
二
股
国
家
学
」
・
「
純
粋
法
学
　
第
一
版
し
お
よ
び
r
純
粋
法
学
　
第
二
版
」
に
お
け
る
帰
属
と
転
属
の
関
係
に
つ

い
て
、
周
辺
的
帰
属
と
中
心
的
帰
属
を
『
主
要
問
題
』
の
「
内
的
帰
属
」
お
よ
び
「
外
的
帰
属
」
と
対
比
し
、
さ
ら
に
r
純
粋
法
学
　
第

二
版
」
の
「
転
属
」
と
結
び
つ
け
て
考
察
し
て
き
た
。
『
主
要
問
題
』
で
は
、
「
外
的
帰
属
」
の
名
の
下
に
法
規
の
中
で
表
現
さ
れ
る
条
件

づ
け
ら
れ
た
要
件
と
国
家
人
格
と
の
結
合
が
示
さ
れ
、
「
内
的
帰
属
」
　
の
名
の
下
に
法
規
の
中
で
表
現
さ
れ
る
条
件
づ
け
る
要
件
と
国
家

以
外
の
他
の
法
主
体
と
の
結
合
が
示
さ
れ
た
。
両
者
と
も
、
要
件
と
法
主
体
と
の
結
合
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
「
外
的
帰
属
」
は
、
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不
法
効
果
す
な
わ
ち
条
件
づ
け
ら
れ
た
要
件
が
条
件
づ
け
る
要
件
を
条
件
と
し
て
国
家
に
帰
属
さ
れ
る
と
し
、
他
方
、
「
内
的
帰
属
」
に

お
い
て
は
、
不
法
要
件
す
な
わ
ち
前
件
は
国
家
以
外
の
他
の
法
主
体
に
帰
属
さ
れ
る
と
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
性
に
つ
い
て
の
説
明
に
は

多
少
の
混
乱
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
『
主
要
問
題
』
　
の
時
点
で
は
帰
属
性
に
は
二
種
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ケ
ル
ゼ
ン

は
、
当
時
で
は
、
帰
属
性
の
概
念
の
不
分
明
性
の
故
に
、
原
因
と
結
果
と
の
二
つ
の
要
件
の
結
合
で
あ
る
帰
属
性
の
法
則
と
の
並
行
性
の

意
識
が
妨
げ
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
法
と
法
学
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
ザ
ン
ダ
ー
と
の
論
争
を
経
て
、
そ
う
し
た
並
行
性
の
確
立
こ
そ
が

『
主
要
問
題
』
で
主
張
し
ょ
う
と
し
た
「
真
意
」
で
あ
る
と
表
明
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
そ
れ
ら
の
変
更
に
至
っ
た
要
因
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
詳
述
す
る
こ
と
が
二
股
国
家
学
」
・
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
の
課
題
で
あ
っ
た
。

で
は
、
ど
う
し
て
、
「
内
的
帰
属
」
と
「
周
辺
的
帰
属
」
と
が
同
一
に
な
る
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
あ
る
人
間

へ
の
帰
属
と
は
、
あ
る
要
件
へ
の
帰
属
、
先
に
展
開
し
た
意
味
に
お
け
る
二
つ
の
要
件
の
結
合
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る

（
A
S
L
）
。
し
た
が
っ
て
、
『
主
要
問
題
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
「
内
的
帰
属
」
は
、
要
件
と
人
間
（
そ
の
作
為
・
不
作
為
）
と
の
結
合

に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
「
外
的
帰
属
」
は
、
要
件
と
国
家
人
格
と
の
結
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に

あ
っ
て
は
、
法
主
体
と
い
う
概
念
の
下
に
人
間
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
人
格
が
理
解
さ
れ
て
い
た
点
が
混
乱
を
起
こ
し
て
い
た
原
因
で
あ

っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
帰
属
性
概
念
に
つ
い
て
は
、
〓
般
国
家
学
』
・
『
純
粋
法
学
　
第
一
版
』
で
論
述
さ
れ
た
「
周
辺
的
帰
属
」
と
「
中
心

的
帰
属
」
と
の
区
別
は
、
『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』
に
お
い
て
放
棄
さ
れ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
「
帰
属
性
」
と
い
う
概
念
は
、
法
規
の

中
の
二
つ
の
要
件
の
結
合
の
み
に
限
定
さ
れ
、
事
実
要
件
と
人
格
と
の
結
合
を
表
す
に
は
、
「
転
属
（
Z
u
～
C
h
r
e
i
b
u
n
乳
」
と
い
う
概
念
が

使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
考
察
し
て
き
た
「
帰
属
性
（
N
u
r
e
c
h
n
u
n
乳
」
と
い
う
語
は
、
以
後
、
限
定
さ
れ
た
意
味

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
法
学
の
帰
属
性
論
は
、
後
期
の
『
純
粋
法
学
　
第
二
版
』
で
こ
の
よ
う
に
大
き
く
変



43－ケルゼン法学における帰属性（Zurechnung）概念の推移（加藤）

化
し
た
こ
と
を
も
っ
て
、
最
終
的
に
確
定
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
の
批
判
者
と
し
て
、
前
稿
で
は
ザ
ン
ダ
ー
、
本
稿
で
は
ス
ト
ー
ン
と
ホ
ー
フ
マ
ン
を
検
討
し
た
が
、
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、

ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
発
展
を
顧
慮
せ
ず
に
自
分
の
論
を
ま
く
し
立
て
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
を
適
切
に
把
捉
す
る
と

い
う
姿
勢
が
欠
如
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
箇
所
が
多
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
そ
の
都
度
、
自
分
の
著
作
の
該
当
箇
所
を
逐
語
的
に
引

用
し
て
対
置
す
る
と
い
う
や
り
方
で
、
応
答
し
て
い
る
。
彼
ら
の
よ
う
な
批
判
者
の
轍
を
踏
ま
ず
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
性
論
の
真
意
を
理

解
す
る
美
め
に
は
、
本
稿
で
行
っ
た
よ
う
な
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
の
時
系
列
的
推
移
を
、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
の
論
述
を
通
し
て
考
察
す
る
作
業

が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
本
稿
で
は
、
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
帰
属
性
の
考
察
に
欠
か
せ
な
い
　
「
機
関
（
関
係
）
」
と
「
代
理
（
関
係
）
」

の
異
同
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
続
稿
で
扱
う
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
を
三
期
に
分
け
て
検
討
し
た
が
、
帰
属
性
論
と
い
う
限
ら
れ
た
視
角
か
ら
の
も
の
な
の
で
、
こ
れ
が

ケ
ル
ゼ
ン
法
学
全
体
の
発
展
と
ど
う
い
う
関
係
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
も
未
解
決
の
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
1
）
　
ケ
ル
ゼ
ン
の
次
の
著
作
か
ら
引
用
す
る
場
合
の
出
典
表
示
は
、
略
書
名
と
頁
数
を
組
み
合
わ
せ
て
、
本
文
中
に
表
示
す
る
形
式
を
と
る
。

H
P
＝
H
a
u
p
膏
O
b
㌃
m
e
d
e
r
S
臣
t
s
r
e
c
h
t
s
－
e
F
e
L
．
A
u
P
－
巴
－
”
N
．
A
u
P
－
u
N
U
．
「
国
法
学
の
主
要
問
題
　
第
一
版
二
回
法
学
の
主
要
問
題
　
第
二
版
」
な
お
、

本
文
は
第
一
版
と
第
二
版
で
ま
っ
た
く
変
更
は
な
い
の
で
、
「
H
と
で
引
用
し
、
第
二
版
序
文
（
く
0
3
d
c
）
を
引
用
す
る
場
合
の
み
、
「
〓
P
と
と
し
て
引
用

す
る
　
（
頁
数
は
ロ
ー
マ
数
字
）
。

G
r
e
己
c
m
＝
詳
e
r
G
r
e
己
e
n
N
W
i
s
c
h
e
n
j
E
s
t
i
s
c
h
e
r
巨
d
s
O
Z
i
0
－
0
g
i
s
c
h
O
r
M
c
t
h
O
d
c
L
害
－
∴
法
律
学
的
方
法
と
社
会
学
的
方
法
と
の
境
界
に
つ
い
て
L

A
S
L
＝
A
－
官
m
e
E
．
e
S
｛
B
t
S
H
e
F
e
L
g
ひ
．
二
股
国
家
学
」

声
声
巳
＝
R
c
i
n
c
R
c
c
h
t
s
】
e
F
c
L
．
A
u
P
】
巴
戸
「
純
粋
法
学
　
第
一
版
」
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G
T
L
S
＝
G
c
ロ
C
r
a
－
害
e
O
q
O
r
L
a
w
呂
d
S
蛋
c
L
思
い
．
r
法
と
国
家
の
一
般
理
論
」

巴
F
N
＝
R
e
i
n
e
R
e
c
h
t
s
】
c
F
c
－
P
A
u
n
．
．
－
宗
O
．
「
純
粋
法
学
　
第
二
版
」

な
お
、
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
訳
業
を
適
宜
参
照
し
た
が
、
訳
語
を
統
一
す
る
必
要
上
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
に
従
わ
ず
、
す
べ
て
訳
し
直
し
た
。

（
2
）
　
た
と
え
ば
、
当
時
、
定
評
の
あ
っ
た
哲
学
概
念
辞
典
で
あ
る
R
u
d
O
－
f
H
i
s
l
e
r
－
W
旨
c
r
b
u
c
h
d
e
r
p
h
i
1
0
S
O
p
h
i
s
c
h
e
n
B
e
g
ユ
評
こ
．
A
u
P
－
苫
心
．
等
参
照
。
な
お
、

一
九
三
〇
年
刊
行
の
同
書
第
四
版
で
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
r
主
要
問
題
」
一
四
五
頁
か
ら
の
引
用
が
追
加
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
ふ
．
A
u
P
－
吟
声
S
．
3
台

（
3
）
　
F
ユ
汀
S
h
c
F
e
i
e
r
．
D
i
O
W
i
e
n
c
r
r
c
c
h
t
s
p
h
i
H
O
S
O
p
h
i
s
c
h
e
S
c
h
u
訂
L
n
‥
L
O
g
O
S
B
d
．
－
ニ
ー
の
N
N
＼
N
u
）
－
S
．
g
？
u
N
．

（
4
）
　
ザ
ン
ダ
ー
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
論
じ
た
。
加
藤
昌
美
「
ザ
ン
ダ
ー
の
法
学
に
お
け
る
帰
属
性
（
Z
u
I
e
C
ど
ら
乳
　
の
研
究
－
ケ
ル
ゼ
ン

の
純
粋
法
学
と
の
論
争
I
L
 
r
広
島
法
学
」
三
〇
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
　
二
七
－
四
九
頁
、
参
照
。

（
5
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
黒
田
党
は
、
「
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
い
て
は
、
法
規
内
の
二
要
件
、
た
と
え
ば
窃
盗
な
る
要
件
と
刑
罰
な
る
要
件
と
の
結
合
が
帰
属
と
称

せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
代
理
人
の
行
為
が
本
人
の
た
め
に
効
果
を
生
じ
、
機
関
の
行
為
が
法
人
の
行
為
と
し
て
の
効
果
を
生
ず
る
よ
う
な
結
合
の
関
係
を
も

ー
代
理
人
の
場
合
と
機
関
の
場
合
と
は
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
何
ら
の
区
別
が
な
い
ー
同
じ
よ
う
に
帰
属
と
呼
ば
れ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
（
r
ウ
イ
ン
学

派
の
法
律
学
と
其
の
諸
問
題
」
大
鐙
閉
、
一
九
二
七
年
、
六
五
頁
）
。
ま
た
、
長
尾
龍
一
は
、
「
し
か
し
、
r
主
要
問
題
」
　
の
記
述
の
欠
陥
は
、
法
命
題
に
お

け
る
要
件
と
効
果
と
の
結
び
つ
き
と
、
あ
る
事
象
と
あ
る
人
格
（
P
e
r
s
O
且
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
、
二
つ
の
帰
属
を
区
別
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
」
と

し
、
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
「
欠
陥
」
で
あ
る
と
断
定
す
る
。
（
ケ
ル
ゼ
ン
r
法
学
論
」
（
ケ
ル
ゼ
ン
選
集
5
）
、
木
鐸
社
、
一
九
七
七
年
、
〓
ハ
五
頁
）
。

（
6
）
　
横
田
喜
三
郎
は
、
「
彼
の
数
多
い
著
書
の
う
ち
で
、
最
も
代
表
的
な
も
の
を
選
ぶ
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
、
r
主
要
問
題
」
と
〓
般
国
家
学
」
を
挙
げ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
律
学
上
の
根
本
思
想
を
、
特
に
そ
の
方
法
論
を
深
く
論
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
根
本
思
想
に
指
導
さ
れ
て
、

特
に
そ
こ
に
主
張
さ
れ
た
方
法
を
も
っ
て
、
法
と
国
家
に
関
す
る
一
切
の
問
題
を
広
く
体
系
的
に
論
述
し
、
あ
る
程
度
ま
で
彼
の
学
説
を
完
結
し
た
も
の
が

後
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
r
法
学
協
会
雑
誌
」
五
五
巻
一
号
（
一
九
三
七
年
）
一
四
三
頁
）

（
7
）
　
宮
沢
俊
義
は
、
「
「
一
般
国
家
学
」
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
数
多
い
著
作
の
う
ち
で
ま
さ
し
く
「
代
表
的
」
と
い
う
形
容
詞
を
付
け
て
も
過
言
で
は
な
い
位
置
づ

け
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
自
身
、
こ
の
吉
で
彼
の
「
先
行
論
文
的
著
作
の
結
果
を
集
成
補
遺
し
て
一
般
国
家
学
の
一
体
系
を
企
図
し
た
」
と
記
述
し

て
い
る
　
（
r
国
家
学
会
雑
誌
」
五
一
巻
三
号
二
九
三
七
年
）
一
四
七
頁
）
。

（
8
）
　
尾
高
朝
雄
に
よ
れ
ば
、
「
純
粋
法
学
　
第
一
版
」
は
、
法
の
問
題
に
関
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
二
十
余
年
来
の
労
作
の
成
果
が
ケ
ル
ゼ
ン
自
ら
の
筆
に
よ
っ
て

要
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
数
多
い
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
は
、
二
般
国
家
学
し
　
の
よ
う
に
体
系
的
な
も
の
は
余
り
に
大
部
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
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そ
の
叙
述
も
相
当
難
渋
の
き
ら
い
が
あ
り
、
他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
粗
放
立
っ
た
論
述
よ
り
も
む
し
ろ
批
評
と
論
争
と
に
力
点
が
置
か
れ
、
彼
の
全
貌
を
容

易
に
理
解
す
る
の
に
適
す
る
も
の
は
、
比
較
的
に
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
こ
の
書
物
は
、
文
章
も
体
裁
も
極
め
て
簡
潔
で
あ
り
、
純
粋
法
学
の
取

り
扱
っ
た
根
本
問
題
を
順
序
良
く
展
開
さ
せ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
（
「
国
家
学
会
雑
誌
」
四
九
巻
七
号
（
一
九
三
五
年
）
一
一
九
頁
）

（
9
）
　
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
は
、
部
分
的
に
は
英
語
圏
で
も
有
名
で
あ
っ
た
が
、
「
法
と
国
家
の
一
般
理
論
」
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
全
貌
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
「
純
粋
法
学
　
第
一
版
し
　
の
英
語
全
訳
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
実
に
一
九
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
K
e
【
s
e
n
．

I
n
g
d
u
c
t
i
O
n
t
O
t
h
e
P
r
O
b
－
c
m
s
O
f
L
c
g
a
H
碧
c
O
q
盲
a
n
s
．
b
y
B
O
P
ロ
i
O
L
i
t
呂
h
e
w
s
E
P
a
u
】
s
O
n
呂
d
S
F
n
H
e
y
L
．
P
a
u
【
s
O
ロ
L
豊
N
．

（
1
0
）
　
（
－
）
K
c
－
s
c
n
h
a
u
邑
i
マ
a
n
d
I
m
p
u
E
i
O
n
L
n
‥
印
象
c
s
u
く
○
【
．
巴
（
－
①
g
）
も
H
－
．

（
N
）
六
五
－
s
e
n
云
a
u
s
a
－
i
巨
已
b
d
N
∈
C
C
F
u
n
g
∵
n
‥
O
s
t
c
3
i
c
h
i
s
c
h
c
Z
e
i
t
s
c
F
ま
二
戸
ュ
寓
訂
n
t
【
i
c
h
e
s
R
e
c
h
t
盲
．
F
．
B
d
．
ヱ
ー
拐
芋
S
J
N
誓
芦

（
∽
）
六
五
－
s
e
n
．
C
a
u
s
a
－
i
マ
a
n
d
：
m
p
u
蛋
i
O
n
V
F
‥
K
e
l
s
e
n
－
尋
h
a
t
i
こ
u
s
t
i
c
e
ご
u
s
t
i
c
e
↑
a
w
－
g
d
P
O
】
i
t
i
c
s
i
n
註
e
M
i
ヨ
r
O
㌫
c
i
e
P
C
？
（
－
3
3
こ
P
u
ナ
畠
こ
ワ
　
冠
・

墨
．三

編
の
内
容
は
基
本
的
に
は
変
わ
ら
ず
、
（
1
）
　
の
英
語
版
は
全
体
が
一
四
節
で
あ
る
が
、
（
2
）
　
の
ド
イ
ツ
語
版
で
は
全
体
が
一
五
節
に
増
補
さ
れ
て
お

り
、
（
3
）
　
の
英
語
版
は
、
（
2
）
同
様
、
一
五
節
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
「
正
義
と
は
何
か
－
（
木
鐸
社
、
一
九
七
五
年
）
　
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
3
）
　
の
長

尾
龍
一
訳
（
一
九
七
－
1
二
二
九
頁
）
は
、
タ
イ
ト
ル
を
「
因
果
律
と
自
由
意
思
」
に
改
め
て
お
り
、
「
帰
属
性
」
が
タ
イ
ト
ル
に
表
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

引
用
は
文
献
（
1
）
　
に
よ
り
、
順
に
p
．
－
ふ
定
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
K
e
－
g
P
．
W
a
ュ
s
t
d
i
e
R
e
i
n
e
R
c
c
h
t
紆
F
c
ご
n
‥
D
c
m
O
F
a
t
i
e
u
n
d
カ
b
C
h
t
s
s
富
t
．
F
e
s
t
s
c
E
P
2
m
雷
．
G
e
b
亘
s
t
a
的
＜
O
n
P
r
O
n
D
r
．
N
a
c
c
a
計
G
i
a
c
O
m
e
声
－
父
3
－

S
．
－
畠
⊥
芦
こ
れ
は
、
G
e
r
d
声
O
e
巳
e
c
k
e
（
F
s
g
．
）
．
R
e
c
h
t
s
p
h
i
－
O
S
O
p
h
i
e
O
d
e
r
労
b
C
h
t
s
臣
c
O
計
弓
こ
宗
∞
．
S
．
N
u
N
・
N
∽
U
．
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
引
用
（
S
．
N
㌫
l
N
合
）

は
こ
れ
に
よ
る
。

（
ほ
）
　
　
「
N
C
S
C
F
e
i
b
e
且
は
、
ド
イ
ツ
民
法
（
B
G
B
）
第
八
九
〇
条
第
二
項
と
第
二
三
一
条
に
お
い
て
、
不
動
産
登
記
法
上
の
追
加
登
記
記
入
の
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
こ
の
語
を
な
ぜ
採
用
し
た
の
か
は
、
彼
自
身
の
言
明
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
r
純
粋
法
学

第
二
版
」
を
英
訳
し
た
M
・
ナ
イ
ト
（
M
胃
只
鼓
的
h
e
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
の
校
閲
を
経
て
、
「
a
邑
b
u
且
（
こ
の
語
自
体
は
r
法
と
国
家
の
一
般
理
論
」
で
、

す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
）
を
英
訳
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。
閃
e
－
s
e
n
．
P
計
e
ゴ
e
O
q
O
r
L
a
w
I
－
宗
J
p
．
－
呂
．

（
1
3
）
　
K
e
－
s
e
n
－
P
r
O
訂
s
s
O
r
S
t
O
n
e
B
d
臣
e
P
∈
e
↓
ぎ
c
O
q
O
鴫
P
a
w
こ
n
‥
S
罫
n
冒
d
L
a
w
声
e
v
i
等
．
く
0
1
」
ご
ー
害
い
）
も
．
〓
？
〓
S
．
な
お
、
引
用
は
、
p
．
n
∽
巴
－
宗
で

あ
る
。



広島法学　31巻3号（2007年）－46

（
1
4
）
　
l
u
－
i
u
s
S
t
O
n
e
↑
e
望
l
S
y
s
t
e
m
a
n
d
L
a
星
y
C
r
．
S
謬
a
s
O
n
i
n
g
s
L
霊
草
p
．
宗
上
声

（
堂
　
K
e
－
s
c
n
↑
O
g
i
s
h
c
s
u
n
d
m
c
t
a
p
h
y
s
i
s
c
h
c
s
労
b
C
h
t
s
v
c
r
s
t
旨
（
E
s
‥
H
i
n
e
E
∃
i
d
e
2
点
こ
n
‖
O
s
t
e
ヨ
i
c
h
i
s
c
h
e
N
e
i
t
s
c
F
芸
去
年
9
詳
n
t
－
i
c
h
c
s
カ
b
C
h
t
I
B
d
．
－
票
－
宗
乎

Tuu．

（
1
6
）
　
K
c
－
s
e
n
－
A
l
】
g
e
m
e
i
n
c
T
h
e
O
計
d
e
r
2
0
m
e
n
．
h
r
品
．
く
．
K
u
ユ
R
i
n
g
h
O
瞥
u
n
d
だ
宮
ユ
W
a
－
t
c
r
L
S
P




